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静岡県

肝炎医療コーディネーターの
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静岡県庁健康福祉部

感染症対策課感染症対策班

令和３年12月１日作成



はじめに

肝炎医療コーディネーターは

　・病院、診療所

　・市町村

　・保健所

　・職域(健康保険組合等)

様々なところに配置されています。

職種も看護師、栄養士、臨床検査技師等様々です。



3

今回は、皆様の

「コーディネーターってどんな活動をしているの？」
「コーディネーターになったけど、活動の仕方がわからない」

といった声にお応えして、

　現在肝炎医療コーディネーターとして
活動されている方の実際の活動内容を御
紹介したいと思います！

はじめに

？？
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病院にお勤めの方の活動①

病棟担当薬剤師と連携を図りながら、肝がん治療薬であるレンビ
マ内服中の患者に対する服薬指導、服薬状況の確認、副作用の出
現状況の確認を行い、担当医へフィードバックを行った。また、
患者退院後は、外来連携として、外来担当看護師と連携を図り、
情報共有を行った。

病院
看護師

病院
助産師

肝臓専門医が陽性者より過去の肝炎受診・治療歴をカルテ
で確認後、消化器未受診者をリストアップした後、肝炎コ
ーディネーターがダブルチェックをしている。

病院
看護師

肝臓内科医師と共に肝炎ウイルス対策チームを立ち上げた。
術前検査や入院時検査などでC型・B型肝炎ウイルス陽性となった
患者をチームで拾い上げ、主治医に肝臓内科への紹介を促している。
今年度は、免疫抑制のかかる薬剤によるB型肝炎再活性化の予防の
ため、治療前検査の啓蒙と陽性者の拾い上げを行い始めている。
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病院にお勤めの方の活動②
院内の関係部署の職員が集まり、肝炎ウイルスの検査結果が陽性であっ
た患者に、漏れなく患者に陽性であることが伝わるように「肝炎治療フ
ローチャート」を作成した。併せて、患者説明時に使用する「肝炎ウイ
ルス検査結果による受診のお勧め(様式)」を作成した。

病院
MSW

・C型肝炎ウイルス抗体陽性、HCV-RNA検査実施者リストの作成・
 更新を2～3日に１回行う。

・C型肝炎ウイルス抗体初回陽性者の主治医への連続カルテ記載がな
 されているか確認

・C型肝炎ウイルス陽性者の既往歴・受診状況・HCV-RNA結果の有無
 の確認

・HCV７以上の患者でHCV-RNA未実施の時、主治医に検査を考慮
 していただく。

・本人または家族に検査結果が伝わっているか確認する。

・肝疾患診療連携拠点病院より配布していただいた肝臓週間啓発資材
 及びチラシを正面玄関や採血室で配布

病院
臨床検査

技師



6

病院にお勤めの方の活動③

 ～大きく２点実施～
1.患者への検査・治療に関する制度説明
2.院内における肝炎ウイルス陽性患者フォローアップ体制への関与
 ①検査課が、定期的に新規肝炎ウイルス陽性患者をリストアップ
 ②肝炎医療コーディネーターが、リストから、既にフォローアップ
    されている患者を除外フォローアップされていない可能性のある
    患者を抽出
 ③肝炎医療コーディネーターが、②で抽出された患者について、
    主治医及び外来(入院中の場合は病棟)に対し、患者への意向確認
    (専門医への紹介希望の有無・既に他院で治療中･二次検査を希望
    しない等)を依頼する。
 ④医師・看護師が、患者に対し、治療希望の有無について意向確認
  し、結果をカルテに反映する。
 ⑤肝炎医療コーディネーターが、患者への意向確認の有無を、適宜
  カルテで確認する。専門医への紹介を希望された場合は、その手
    続きが完了しているかどうかも確認する。
    患者への意向確認がなかなかされない場合には、再度主治医及び
    外来(入院の場合は病棟)に依頼する。

病院一同
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病院にお勤めの方の活動④
・産後の退院指導でのB型肝炎ワクチン予防接種の必要性を説明し、
 奨励を行う。
・妊婦健診、術前検査での精密検査費用の助成があり、妊婦健診
 では４年、術前では２年以内まで請求できることを外来へ情報
 提供を行う。

病院
助産師

①B型肝炎抗原検査(HBｓAg)②C型肝炎抗体検査(HCVAb)のどちらか、
あるいは両方が陽性となった患者(過去歴、治療歴、治療継続中等ない
者)の検査依頼医に対し、消化器内科への受診を促す。
同時に、消化器科肝炎担当医師、消化器科肝炎医療コーディネーター
看護師にも情報共有している。

病院
臨床検査

技師

病院
事務

肝がん・重度肝硬変の医療費助成に対し、対象となる患者をピック
アップし、患者に対し助成制度の説明を行う。
院内で共有できる管理簿を使用し、限度額等の管理を行っている。
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病院にお勤めの方の活動⑤

 病院内で患者に対してすべきこととして、これまで以下の4点を実行した。

１．内服支援
  確実に服薬していただくため、服用方法や副作用を確認
２．肝臓病手帳の活用支援
  B型非活動性キャリアやＣ型治療後の患者に対して配布し、今後の受診
  に役立てもらう
３．医療費助成制度の案内
  治療開始の患者に対して必要なタイミングで医事課と協力して説明する
４・肝炎ウイルス陽性者への受診勧奨
  入院、手術時の肝炎ウイルス陽性者が肝臓内科に確実に受診できる

上記１～３までは肝臓内科の診察介助時にそれぞれの患者に対して行うことが
できたが、4に関しては病院全体で関わっていく必要があり、令和元年に肝炎院
内連携チームを結成した。
そして、院内の伝達講習会でその必要性と肝炎ウイルス陽性者に対する肝炎ア
ラートシステムについて説明した。その後、肝炎ウイルス陽性者に対する肝炎
治療フローチャートを作成し、令和元年9月からアラートシステムの運用を開始
した。

病院
看護師
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診療所・検診機関にお勤めの方の活動①

・8週 or 12週治療後の採血、エコーなど,フォロー検査の声かけ
・C型肝炎診断確定患者様への肝炎治療受給者証交付申請手続きの説明
・健診など肝機能異常の方への受診相談診療所

看護師

肝炎ウイルス検査を促す活動をした。検査を希望の方に肝炎
ウイルスについて説明した。

検診機関
臨床検査

技師

・肝炎治療助成制度の説明と案内。
・検査・手術時の感染症検査(肝炎ウイルスを含む)の
 推奨
・世界肝炎デーの案内診療所

事務



診療所・検診機関にお勤めの方の活動②

B型・C型肝炎の方が公費手続きやその他の公費等を活
用できるように日々説明等意識している。

診療所
事務

世界肝炎デー、日本肝炎デーに合わせ、肝炎や肝がんについて当
院健康診断受診者や生活習慣により肝臓に負担がかかりがちな外
部来院者を対象に拠点病院より送られた受診啓発資材、市民公開
講座のご案内をお渡しする際に最新の肝炎治療の実態・肝炎の撲
滅に向けて一人でも多くの方に正しい知識を知ってもらうようお
伝えした。
健診でB型肝炎ウイルスもしくはC型肝炎ウイルス（＋）の方へ
の精査の流れ、受診の勧め、説明をし、放置とならないよう相談
にのった。

診療所
看護師
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市役所・保健所にお勤めの方の活動①

・肝炎ウイルス検診の受診勧奨として、無線放送、SNSにて受診
 勧奨を実施。
・肝炎ウイルス検診における陽性者に対しては、受診状況の確認を行い、
 必要時には、静岡県肝疾患診療連携拠点病院や肝疾患かかりつけ医等
 の情報提供を実施している。

市
保健師

肝炎ウイルス検診陽性者に対してB型肝炎やC型肝炎は
どのようなものかの説明、静岡県肝炎ウイルス検査陽性者
フォローアップ事業参加についての説明

市
看護師

・肝炎医療に係る情報、知識等の説明
・フォローアップ対象者への受診状況確認
・肝炎ウイルス陽性者への受診勧奨

市
保健師
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市役所・保健所にお勤めの方の活動②

・肝炎ウイルス検査の受検勧奨、肝炎ウイルス検査が受けられる
 医療機関の案内

・肝炎ウイルス検査陽性者に対する受診勧奨等フォローアップの
 実施

保健所
保健師

・肝炎治療特別促進事業の制度に関する説明や申請受付を行って
 いる

・啓発グッズ配布やポスター掲示等肝炎予防に関する普及啓発を
 実施

・来所された方や電話の相談に、肝炎ウイルス検査や肝炎訴訟に
 関する窓口を案内

保健所
栄養士
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職域にお勤めの方の活動

定期健診後、肝機能検査で再検査となったが、なかなか受診
されない方には個別に面談で指導を実施

保健師

・C型肝炎治療後の方の治療・受診状況の確認を実施
・B型肝炎キャリアの方の受診状況・健診データの確認
・会社セミナー時に、市民公開講座案内、知識の啓発 保健師

保健師

健診後の健康相談で、肝炎検査のクーポンについて質問され
ることがある。人間ドックを受けた時には肝炎検査が入って
いるが、自分の受けた検査項目を知らない方もいる。
テレビなどで肝炎ウイルス検査のことを知り、検査を受けた
いと話をされる方もいる。人間ドックは、健康保険の補助が
出る年があるため、検査内容の説明等を行っている。
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活動スライド分野別【まとめ①】

・肝炎医療費助成制度の申請手続きの説明
・フォローのための声かけ
・検査で陽性と診断された患者の拾い上げを実施。
・患者が理解しやすいようなフローチャートや受診勧奨のための
 パンフレット作成
・継続内服のための内服支援
・B型肝炎ワクチンの必要性を説明、奨励
・肝臓病手帳の活用支援
・院内で肝炎チームの結成。伝達講習実施。         等

病院

診療所等

・肝炎医療費助成制度の申請手続きの説明
・治療後のフォロー検査の声かけ
・患者の受診相談
・肝炎の啓発の実施
                             等                                                                         
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活動スライド分野別【まとめ②】

・肝炎医療費助成制度の申請手続きの説明、申請受理
・SNS等の媒体を用いて、受診勧奨
・静岡県肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップ事業への参加
・フォローアップ対象者への受診状況の確認
・肝炎訴訟に関する窓口の案内
                             等               

行政
（市・県）

職域

・肝炎医療費助成制度の申請手続きの説明
・定期健診後のフォローアップ（個別面接での指導等）
・受診状況や健診データの確認
・検査内容の説明 
                             等                               

                                        

分野ごとに特徴的な活動もあれば、
どの分野でも共通して活動できる内容もあるね!！



16

さいごに・・・

　　今回は、実際に活動されている静岡県肝炎医療
コーディネーターの方々の活動の一部を御紹介
させていただきました。

　　活動報告書を御提出い
ただきました静岡県肝炎
医療コーディネーターの
皆様、御協力ありがとうご
ざいました。
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さいごに・・・

静岡県肝疾患診療連携拠点病院
順天堂大学医学部附属

静岡病院
浜松医科大学医学部

附属病院

名称 肝疾患相談支援センター 肝疾患連携相談室

受付時間 月～金　10:00～16:00 月～金　9:00～16:00

所在地 伊豆の国市長岡1129 浜松市東区半田山一丁目20-1

電話番号 055－948－5168 053－435－2476

FAX 055－948－5182 053－435－2475

E-MAIL liver-d@juntendo.ac.jp kanen@hama-med.ac.jp

肝炎に関する幅広い相談を受け付けています。

なにかお困りの際には、いつでも御相談ください。
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さいごに・・・

本スライドに関する問い合わせ先

静岡県庁健康福祉部

感染症対策課感染症対策班

〈電話番号〉

054-221-2986


